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研究成果の概要（和文）： 

上田貞治郎とは、戦前日本を代表する写真材料商である。上田貞治郎は約 1900 点におよ
ぶ風景古写真を蒐集し、それを集成してアルバム群『日本全国名所写真帖』（現在はアルバ
ム 20 巻で伝存）を作成のための研究を行った。 
本研究は、このアルバム群を題材として、写真史料学構築のためのデジタルデータのあ

りようとはどのようなものであるかを検討したものである。データベースのプロトタイプ
を作成し、そこで用いたメタデータのありようを通じ、今後の可能性について検討を行っ
た。さらに、メタとコンテンツの関係について検討を行い、あらたな写真のためのコンテ
ンツに関する知識情報の必要性の可能性を述べ、新たな手法の必要性を提起した。同時に、
その手法の萌芽について、着想を得るにいたった。 
 

研究成果の概要（英文）： 
Ueda Teijiro's database through the collection of photographs, photo archives 

for the University of database approach is to propose ways. Ueda Teijiro's, who 
lived in the Meiji-Showa, photos and materials dealer, was a collector. The 
database, 20 of the record books and archives from the perspective of science 
is digitized. Family album - album - Pages - to photographs of the structure by 
carrying out a database, the structure of the photo archives to create a mechanism 
to understand. The study of metadata, the iconography of the comparative study 
the mechanism of verification. By digitization of these, and the distribution 
of the photo album to understand, and understand how the entire set of historical 
data and photos to the archives of the contribution of science to consider the 
possibility. 
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１．研究開始当初の背景 

写真史料は、近代の史料でありながら、そ
の研究視角の中心にはすえられてこなかっ
た。それは、写真史料自体が、既存の研究の
枠組みのなかでは捉えられない存在である
ためである。写真史料には以下のような特徴
がある。1．写真史料は、それ自体が複製可
能であり、流通するものであるため、伝来経
緯を知る必要がある。2．写真はそれのみで
はなく「アルバム」を生成する。そのアルバ
ムの分析が、重要な位置を占める。3．写真
史料は図像情報であり、その情報を分析する
ためには、常に再現・比較可能な分析手法の
構築が必要である。4．また、写真史料はそ
の映像内容のみでは、歴史学をはじめとした
諸学の材料としては用い得ない。どこで写さ
れたのか、誰が写したのか、台紙の種類や印
刷情報、現像手法はなど複雑な「メタデータ」
とともに、分析することが欠かせない。5．
写真史では、機械・そして写真の材質、現像
過程の処理法など技術的知識は確立してい
るものの、もっぱら写真の真贋・価値の判定、
もしくは技術的変遷に興味の中心がおかれ
ており、史料群の生成や、史料群全体の特質
などへの分析にまで立ち至っていない。技術
知識を史料理解に結び付けるしくみを作る
ことが求められる。これらの写真史料の特徴
を踏まえ、史料学的要求を同時に解決するた
めには、図像情報の比較対象や、図像情報と
メタデータを同時に理解する方法が必要で
ある。さらに、「史料群」を効果的に把握す
る手法が求められる。そこで、情報学的手法
が有効となる。 
写真をめぐる既存の手法は多々あるとはい
うものの、歴史資料として、写真を見るため
の総合的な手法はいまだに確立されていな
い。そのため、これらの既存の技術を重層的
に利用しつつ、かつ、いずれにも属さないあ
らたな史料学の形を模索する必要がある。本
研究は、そのスタートラインとして、分析の
ためのデータベースシステムを作成するこ
とを目指した。 
写真は、図像の比較・照合など、その史料

の特徴から、デジタル化が有益であることも
あり、デジタル技術の進歩ともあいまって、
近年特に事例が多くなってきている。古写真
に限ってみるならば、長崎大学附属図書館に
おいて「幕末・明治期日本古写真メタデー
タ・データベース」が、およそ 6000 点の古
写真をデータベース化している。また、東京
大学学際情報学府情報学環の馬場研究室に
おける上野彦馬歴史写真に関する一連の試
みがある（馬場章編『上野彦馬歴史写真集
成』）。しかし、前者は、デジタル化の目的自
体は、あくまでも史料の公開という機関の要
求に従ったものでしかなく、史料の分析を行

うにはいたっていない。後者は、インターネ
ット上にデータは存在するものの、いまだに
クローズドのデータベースである。また、史
料の性質もあるものの、「列伝的」なデジタ
ルであるという課題を抜け出せていない。し
たがって、データベースは、写真史料の比
較・照合をするには、必須のものであるに関
わらず、その課題を満たすには至っていない。
さらに、いずれのデータベースも世界標準に
沿うという方向性は維持しているにも関わ
らず、実現には至っていない。そのため、デ
ータベースシステムの作成こそが、これらの
課題を解決するため重要であると着想した。 
 
２．研究の目的 
写真史料群分析のためのデジタル化が中

心視角である。デジタル化に際し、既存の史
料学の目録を超えた目録データの作成方法
の提言とそれにともなう世界水準に基づく
メタデータの付加、そして史料構造のビジュ
アル的な表現による写真史料学の形を模索
するためのしくみを作成する。そのことによ
って今までとはまったく異なる「古写真」の
姿が見えてきて、過去の写真を理解する方法
と、歴史資料の理解に、新たな風を吹き込む
ものであると理解している。とくに、伝来や
コレクションといった史料の要素と、史料の
図像を有機的に連関させつつ理解すること
への可能性を開く。それは、既存の鑑賞・史
料表現を中心とした「デジタルアーカイブ」
論の破壊をも目指すことになる。写真史料の
特性を生かした、もしくは、写真史料の課題
に則したデジタルデータの利用の方法が、今
までの情報工学や商業中心、もしくは、史料
所蔵機関を中心とした「デジタルアーカイ
ブ」論から、「デジタルによるアーカイブズ」
へと新たな方向性を導き出すであろう。 
 
３．研究の方法 
上記目的を達成するために、明治～昭和初

期の大阪に生きた写真材料商であり、古写真
コレクター上田貞治郎によって生成された
史料群（上田貞治郎コレクション）を対象と
してデジタル化を行った。この上田貞治郎コ
レクションは写真を中心とした貴重な近代
史料群である。また、コレクターという彼の
特性によって収集史料群と上田作成による
史料群の混在が見られる点、そしてアルバム
という写真ならではの構成が見られる点な
ど、写真史料学を考える上では、まことに最
適な材料であるといえる。また写真史料の多
くが、大阪の風景写真であり、市民への公開
や地理的情報との連結などデジタル化して
公開しやすい点も特徴である。そのため、こ
の資料群について調査を行い、その成果をも
とにデータベースを作成し、あらたな方法論



 

 

構築を目指した。 
 

４．研究成果 
本研究のためのデジタル・アーカイブで

は、まず、史料構造をデジタルで把握でき
るような仕組みを作成した。アーカイブズ
学の研究成果を参照し、「上田コレクショ
ン」が、彼の蒐集したコレクション群であ
ることに着目し、一連の蒐集史料群をフォ
ンドとして定義した。以下、アルバム群、
アルバム、写真プリントおよび説明文（ア
イテム）という順序で、かつ、史料の順序
を維持したまま、表示させる工夫を行った。 
「上田コレクション」を構成するアルバム

史料群の最大の特徴は、貞治郎が蒐集した景
観古写真群とともに、貞治郎が生きた 1920
年代末期前後の同一場所･地点の「現在の景
観」を撮影した景観写真群を、両者比較可能
なデザインで同一ページにレイアウトして
いるアルバム群が存在する点である。このア
ルバム編制法（アルバムワーク）は「今昔比
較対位法」と緒川直人氏が命名し、その先進
性を明らかにした。 

一点一点の個別写真のデータでは、見えて
こない多くの情報がここには含まれている。
上田貞治郎が、たとえば「古写真」を中心に
大きく据えることによる「インパクト」付け
の意識である。「現在」の写真を周囲にレイ
アウトし、周到にも景観変化をめぐるキャプ
ションを傍書することで、景観の人文地理的
変遷について、歴史地理的な意識付けを行っ
ている。また、見開きの左右ページに南北の
写真を付すことで複眼的な理解をはかって
いる。 
 緒川（2008）によれば、貞治郎はアルバム
レイアウトの創意工夫を通じて、都市大阪の
明治期と昭和初期の同一場所･地点をめぐる
一種の定点観測的な都市地理的変遷、すなわ
ち都市史叙述（ピクチャーストーリー）を実
践しているのである。アルバムのレイアウト
自体が、貞治郎の歴史意識を表現しているの
である。 
したがって、この写真のレイアウトと、大

きさのバランスをデータで表現することが、
写真史料学のデータベースとしては、きわめ
て重要になる。また、このアルバムのページ
自体にメタデータを付し、情報を流通・共有
させることが、史料理解にとってきわめて重
要であるといえる。本システムでは、アルバ
ムを表現することによって、はじめて彼の
「歴史叙述と歴史意識」をデジタルで表現す
ることとなる。我々は「今昔比較対位法」に
よる歴史叙述をデジタルで表現することと
した。 

メタデータの記述方法には、最大公約数の
みを記す方法と、可能な限り項目を設定して
おく方法と二つが考えられる。本システムは

まず写真の史料学的分析のためのメタデー
タを作成し、「写真史料学」の確立のための
ツールであることを目指している。そのため、
写真を「史料として」分析するためのメタデ
ータを設定することを目指した。 
さらに今後は、「オントロジ」の技術も応

用し、これらのメタデータを結びつけるため
の関係子を構築する必要性についても提起
した。 
たとえば写真名とアルバム名に同じ”

title”の識別子を付した場合、写真名とア
ルバム名が史料上の上位―下位関係で結ば
れるような関係子によって、両者を結びつけ
ることでマルチレベル記述を実現する可能
性を模索する必要があるであろう。その際に
は、オントロジ技術の一部が応用できる可能
性がある。 
写真史料を効果的に検索し、表現するため

の、「史料目録」に類する概念について、今
まで述べてきた結果、判明したこととして、
写真史研究が抱えてきた既存の問題を打破
するためのいくつかのメタデータ構築の次
に問題となるのは、再度戻ってきて「写され
たもの」をどのように検索し、発見するかと
いう点がある。それも、写真を美術的観点か
ら捉えるのではなく、史料として、資料とし
てとらえるための。 
写真外の情報について、上田貞治郎古写真

コレクションのシステムにおいては、テキス
トでは表現しにくい上田貞治郎関連史料群
の「フォンド」「シリーズ」もしくは「今昔
比較対位法」のような手法を、複数のメタデ
ータ技術とシームレスな画面の遷移で処理
する手法を用いることで解決してきたこと
は先述のとおりである。 
この「写されたもの」と「写真のメタデー

タ」の関係は、アーカイブズ学的には EAD と
TEI の関係として説明可能であろう。TEI は
資料情報をタグで区切り、そのタグに意味を
持たせることで、ばらばらなテキストを「知
識の集合」として理解し、世界レベルで流通
させることを可能としたしくみである。EAD
やダブリンコアが文書の全体像を示すもの
であるならば、TEI はその「中身」を理解し
たものであるといえる。 
これを写真の世界にあてはめてみた場合、

写真そのものの情報は、ダブリンコアや EAD
と同列に処理し、扱うことが可能である。し
かし、TEI はあくまでも「文字の情報」にむ
けて作られた標準であり、ここで同列に扱う
ことはできない。 
では、写真の「写されたもの」を標準化し

て扱う手法は存在するのか。これを、１．写
真の中をどのように「切り取る」かという課
題、２．写真内に記述されたばらばらの情報
をどのように構造化するかという課題、そし
て３．構造化の標準規格の課題の三つにきり



 

 

わけて問題提起を行った。 
このことにより、史料としての写真のデジ

タル化と文化資源としての情報流通の可能
性について、新たな一石を投じることが出来
た。 
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